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【注意事項】 
RX ファミリ用 C/C++コンパイラパッケージ 

概要  
RX ファミリ用 C/C++コンパイラパッケージ CC-RX の使用上の注意事項を連絡します。 

1. -misra2012 オプション指定時の注意事項 (CCRX#050) 

2. 浮動小数点型から 64bit 整数型への型変換を含んだ定数式に関する注意事項 (CCRX#051) 

注: 注意事項の後ろの番号は、注意事項の識別番号です。 

 

1. -misra2012 オプション指定時の注意事項 (CCRX#050) 

1.1 該当製品 
CC-RX V2.05.00 ～ V2.08.00、V3.00.00【professional 版】(ルール 16.1, 16.4) 

CC-RX V2.06.00 ～ V2.08.00、V3.00.00【professional 版】(ルール 15.6, 15.7, 16.2) 

1.2 内容 
-misra2012 オプションを指定して MISRA C:2012 ルールによるソース・チェックを行う際に、ルールに違

反しない記述に対してメッセージを出力する場合や、ルールに違反する記述に対してメッセージを出力しな

い場合があります。 

MISRA-C とは、C 言語で記述する組み込みシステムで安全性・可搬性・信頼性を確保することを目的と

したソフトウェア設計標準規格です。 

1.3 発生条件 
下記に示す 5 つのルールをチェック対象とする際に該当します。 

・ルール 15.6 

-lang=c99 オプションを指定すると、ルールに違反する記述に対してメッセージを出力しません。 

・ルール 15.7 

-lang=c99 オプションを指定すると、ルールに違反する記述に対してメッセージを出力しません。 

・ルール 16.1 

下記条件をすべて満たす場合、ルールに違反する記述に対してメッセージを出力しません。 

(1) switch(制御式)の直後に"{"を記述する。 

(2) (1)の switch 文に case 節と default 節の両方を記述する。 

(3) (2)の case 節と default 節はすべて break 文で終了するか、break 文を最後に記述した複合文(※1) 

(ブロック)で終了する。 

(4) (3)の case 節や default 節の 1 つ以上が、以下の条件をすべて満たす。 

(4-1) 最後の文として選択文(if, switch)や繰り返し文(while, do-while, for)でない複合文 

(ブロック)を記述する。 

       (4-2) (4-1)の複合文(ブロック)の前に文を記述する。 

※1：複合文とは"{ }"で囲んだ文のことです。if 文などで"{ }"を記述した場合も複合文に該 

       当します。 
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・ルール 16.2 
下記条件をすべて満たす場合に、ルールに違反する記述に対してメッセージを出力しません。 

(1) -lang=c99 オプションを指定する。 

(2) switch(制御式)の直後に"{"を記述せずに、case ラベルまたは default ラベルを記述する。 

・ルール 16.4 
下記条件のいずれかを満たす場合に、ルールに違反しない記述に対してメッセージを出力する場合があ

ります。 

(1) -lang=c を指定し、関数定義に複合文(ブロック)を記述する。 

(2) -lang=c99 を指定し、関数定義内に複合文(ブロック)、選択文(if, switch)、繰り返し文 

(while, do-while, for)のいずれかを記述する。 

("{ }"がなくても選択文や繰り返し文を記述した場合は該当します) 

1.4 発生例 
以下に、発生例を記します。赤文字が発生条件の該当箇所です。 

【C ソース】（ルール 16.1 の場合） 

 

上記の C ソースは MISRA C:2012 のルール 16.1 に違反しますが、メッセージを出力しません。 

3,12 行目：switch(制御式)の直後に"{"があるため、条件(1)に該当します。 

4,10 行目：case 節と default 節の両方があるため、条件(2)に該当します。 

8,11 行目：case 節と default 節は break 文で終了しているため、条件(3)に該当します。 

6,9 行目：case 節の最後が複合文(ブロック)であるため、条件(4-1)に該当します。 

5 行目：複合文(ブロック)の前に文があるため、条件(4-2)に該当します。 

  

1: 
2: 
3: 
4: 
5: 
6: 
7: 
8: 
9: 

10: 
11: 
12: 
13: 

int x; 
 void func(void) { 
     switch(x) {                                  //発生条件(1) 
     case 1:                   //発生条件(2) 
        ++x;                   //発生条件(4-2) 
        {                     //発生条件(4-1) 
            --x; 
            break;                //発生条件(3) 
        }                     //発生条件(4-1) 
     default:                    //発生条件(2) 

break;                  //発生条件(3) 
}                      //発生条件(1) 

} 
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【C ソース】（ルール 16.2 の場合） 

 

上記 C ソースは MISRA C:2012 のルール 16.2 に違反し-lang=c 指定時はメッセージを出力しますが、 

-lang=c99 指定時はメッセージを出力しません。 

3,4 行目：switch(制御式)の直後に"{"を記述せずに case ラベルを記述しているため、条件(2)に該当し 

ます。 

1.5 回避策 
ありません。 

1.6 恒久対策 
CC-RX V3.01.00 で改修します。（1 月 21 日公開予定） 

 

2. 浮動小数点型から 64bit 整数型への型変換を含んだ定数式に関する注意事項 
(CCRX#051) 

2.1 該当製品 
CC-RX V1.00.00 ～ V1.02.01、V2.00.00 ～ V2.08.00、V3.00.00 

2.2 内容 
浮動小数点型から 64bit 整数型への型変換を含んだ定数式の結果が間違った値になる場合があります。 

2.3 発生条件 
下記(1)～(5)の条件をすべて満たす場合に必ず発生します。 

(1) round=zero オプションを指定している。 

(2) 定数式を記述している。 

(3) (2)の部分式(※1)の中に浮動小数点型である float/double/long double 型のいずれかの定数式がある。 

      ※1 (2)が単独の float/double/long double 型の定数式である場合も含む。 

  (4) (3)の部分式から暗黙の変換を含めて 64bit 整数型である signed long long/unsigned long long 型への型変

換がある。 

 (5) (4)の部分式の値が下記範囲である。  
(5-1) float 型定数式、または-dbl_size=4 オプション指定時の double 型、long double 型定数式のいずれ

かを次の型に変換する場合 

(5-1-a) signed long long 型に変換する場合 

・ 2.147483e+09 ～ 3.602880e+16 
または 

・ -2.147483e+09 ～ -3.602880e+16 
  

1: 
2: 
3: 
4: 
5: 
6: 

int x; 
 void func(void) { 
     switch(x)                   //発生条件(2) 
     case 1:                   //発生条件(2) 

break; 
} 
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(5-1-b) unsigned long long 型に変換する場合 

・ 4.294967e+09 ～ 3.602880e+16 
(5-2) -dbl_size=8 オプション指定時の double 型、long double 型定数式のいずれかを次の型に変換する 

場合 

(5-2-a) signed long long 型に変換する場合 

・ 2.147483e+09 以上 

または 

・ -2.147483e+09 以下 

(5-2-b) unsigned long long 型に変換する場合 

・ 4.294967e+09 以上 
 

2.4 発生例 

以下に、発生例を記します。 

long long ll = (long long)(123456789123.0+123+456);   //条件(2)(3)(4)(5) 

 

・定数式‟(long long)(123456789123.0+123+456)”を記述しているため条件(2)に該当します。 
・その定数式の部分式に double 型(123456789123.0)が含まれているため条件(3)に該当します。 
・long long 型に変換しているため条件(4)に該当します。 

・定数式を計算した結果の 123456789702.0 が条件(5-2-a)の範囲に含まれているため該当します。 

 
【アセンブリ・ソース(本注意事項に該当するコンパイル結果)】 

1: 
2: 

_ll: 
        .lword 0BE992000H,0FFFFFFFFH 

2 行目：条件(1)及び上記の発生例の条件(2)～(5)を満たすと本注意事項に該当するコンパイル結果の値にな

ります。 

 

【アセンブリ・ソース(正しいコンパイル結果)】 

1: 
2: 

_ll: 
        .lword 0BE992000H,000000000H 

2 行目：正しくは上記のコンパイル結果になります。 

 

2.5 回避策 

以下のいずれかにより回避可能です。 

(1) 条件(2)の定数式を変換後の整数型定数で記述する。下記の【回避 C ソース例(1)】参照。 

(2) 変換を定数式ではなくコードによる実行時処理として下記(2-1)または(2-2)のどちらかの方法で記 

述する。 

(2-1) double 型変数を経由して 64bit 整数型の変数に代入する。下記の【回避 C ソース例(2-1)】参照。 

(2-2) double 型の値を返すインライン関数呼び出しに置き換える。下記の【回避 C ソース例(2-2)】 

参照。 
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【回避 C ソース例(1)】 

long long ll = 123456789702ll; 
 
【回避 C ソース例(2-1)】 

1: 
2: 
3: 
4: 

void func(){ 
double la = 123456789123.0+123+456; //double型変数の laを定義 
long long ll = la;             //laの値を 64bit整数型に代入 

} 

 

【回避 C ソース例(2-2)】 

1: 
2: 
3: 
4: 
5: 
6: 
7: 
8: 

#pragma inline dvalue 
static double dvalue(){ 

return 123456789123.0+123+456;   //double型の値を返すインライン関数を定義 
} 
 
void func(){ 

long long ll = dvalue();                 //インライン関数を呼び出して変数 llに代入 
} 

 

2.6 恒久対策 

CC-RX V3.01.00 で改修します。（1 月 21 日公開予定） 

 

以上  
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改訂記録 

 
Rev. 発行日 

改訂内容 
ページ ポイント 

1.00 2019.01.16 - 新規発行 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルネサスエレクトロニクス株式会社 

〒135-0061 東京都江東区豊洲 3-2-24（豊洲フォレシア） 

 

■総合お問い合わせ先 

https://www.renesas.com/contact/ 
 

本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証

するものではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じ

た場合においても、当社は、一切その責任を負いません。 

過去のニュース内容は発行当時の情報をもとにしており、現時点では変更された情報や無効な情報が

含まれている場合があります。 

ニュース本文中の URL を予告なしに変更または中止することがありますので、あらかじめご承知くだ

さい。 

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 
 

© 2019 Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. 
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